
１，事業の成果

①　23年度から引き続いて、一番の活動目標を「初等中等教育で普通学校に通う難聴児の授業支援制度実現」とし、

　日本財団助成金事業を核として、全国の難聴当事者・保護者団体との連携、医療関係組織、大学、学生、

　　　　　　企業などと連携を図る事業を実施した。

　　　　　②　その成果が確実に現れ、支援が必要な難聴児を取り巻く様々な関係者と連係が可能となった。

　一方、長野県内では青年会議所、PTA連合会などが文字通訳の必要性を認知してくださり、県内各地の催しに

　支援を設置することが恒例となり、支援の有用性などについての新たなPRの場所をいただいた。

③　また、アイセック・ジャパン(株)など同種のサービス提供企業様との連係がますます深まると同時に、

　セイコーエプソン労働組合等、弊法人の活動から社会貢献の意義を考える機会としてお話しする機会が増えた。

④　また、企業や他NPO法人などから相談や訪問を受けるなど、ますますの協働活動の広がりが見られた年となった。

⑤　今年度初めての取り組みとして、Ｇｉｖｅｏｎｅ、ＦＡＡＶＯ長野、gooddoといった『クラウドファンディング』に

　積極的にチャレンジし、全国各地から支援をいただくことで、法人の認知と活動紹介、そしてサービスの存在を

　知らしめることができ、それらの成果を活かし、わずかながらも会費収入や寄付金収入を増やすことができた。

次年度は、県内含め全国の普通学校に在籍する難聴児が進学をする予定で、その支援が実施できるよう、しっかりと準備を整えたい。　

2，事業実施に関する事項

○ 特定非営利に係る事業

定款の 実施 支出額

事業名 日時 （千円）

パソコン要約筆記通訳者
の派遣を行う

事務所、 全国

事業 県施設、各市町村施設 ３０００名

養成講座実施 事務所(含、沖縄の企業へskypeにて) 沖縄企業、長野県民

県内の勉強会を運営 長野、塩尻 　　４００名

IT技術の福祉分野への活
用を推進する

全国活動者・支援団
体、企業等

事業 　１０００名

全国パソコン 全国活動者・支援団
体、企業等

通訳者のネットワーク
化

　　２００名

障害者・青少年の生きが
い作りと

教育現場での 筑波技術大学・長野高専 聴覚障害児童・

人材育成事業 授業サポート 県内小中学校 学生

３５０名

テープ起こし 地域住民
データ入力 市町村等

１５０名
聴覚障害者・児
全国活動者等
　　１００名
依頼側、参加者
聴覚障害者、市民
７００００名
依頼者、参加者、
聴覚障害者等
　　１０００名

事務作業等

諸経費

13643

平成25年度　事業報告書
特定非営利活動法人　長野サマライズ・センター

平成24年10月1日から平成25年9月30日まで

事業内容 実施場所 従事者の人数
受益対象者の範囲及び

人数

〒399-0701　長野県塩尻市広丘吉田505番地8

宮　野　　美　晃　

　　　　　０２６３－５２－４１４８　

要約筆記委託事業 H24.10.1~H25

.9.30

２０名 1077

パソコン要約筆記通訳の
人材発掘と育成事業

H24.10.1~H25

.9.30

４名 169

情報収集と提供 H24.10.1~H25

.9.30

事務所等 ４名 1609

要約筆記・パソコン要約
筆記についての相談と助
言に関する事業

H24.10.1~H25

.9.30

事務所等 ４名 1548

H24.10.1~H25

.9.30

２０名 628

H24.10.1~H25

.9.30

事務所等 １２名 4653

1072

その他、目的達成のため
に必要な事業

ＰＲ活動 H24.10.1~H25

.9.30

事務所等 ６名

1279

804

助成事業等 H24.10.1~H25

.9.30

事務所等 ４名 804

一般管理費 H24.10.1~H25

.9.30

事務所等 ４名 　　　　３０名

助成事業 H24.10.1~H25

.9.30

全国各地 ２０名


